
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

一
二
七

形
状
と
記
載
内
容 

  

前
号
（
『
北
の
丸
』
第
四
九
号
）
に
弘
化
四
年
（
一
八
四
七
）
の
『
言
贈
帳
』
の
翻
刻

を
掲
載
し
た
の
に
続
き
、
本
号
で
は
同
じ
く
奥
坊
主
御
小
道
具
役
が
作
成
し
た
同
年
の

『
御
慰
言
贈
帳
』（
お
な
ぐ
さ
み
・
い
い
お
く
り
ち
ょ
う
）
を
全
文
翻
刻
す
る
。
し
か
し

翻
刻
が
本
誌
の
紙
幅
を
大
き
く
超
え
る
た
め
、
本
誌
で
は
そ
の
内
容
の
一
部
を
紹
介
す

る
に
と
ど
め
、
翻
刻
全
文
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
『
北
の
丸
』
第
五
〇
号
に

Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
公
開
す
る
こ
と
と
し
た
（
弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
の
翻
刻
も
『
北

の
丸
』
第
四
九
号
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
で
公
開
し
て
い
る
）
。 

 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
は
、
当
館
所
蔵
の
江
戸
城
多
聞
櫓
文
書
の
一
点
で
、
奥

坊
主
御
小
道
具
役
（
以
下
、
小
道
具
役
と
略
す
）
の
業
務
日
誌
の
ひ
と
つ
で
あ
る
（
奥

坊
主
、
小
道
具
役
の
職
掌
や
人
数
に
つ
い
て
は
『
北
の
丸
』
第
四
九
号
で
述
べ
た
の
で

こ
こ
で
は
触
れ
な
い
。
弘
化
四
年
の
奥
坊
主
と
小
納
戸
の
名
簿
も
前
号
に
掲
載
）
。 

 

『
御
慰
言
贈
帳
』
は
、『
言
贈
帳
』
同
様
一
年
分
が
三
冊
の
横
帳
に
綴
じ
ら
れ
、
三
冊

を
二
枚
の
杉
板
（
一
三
・
八
糎
×
三
七
・
四
糎
）
で
挟
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
表
裏
に
「
弘

化
四
未
」
と
記
し
た
木
札
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
挟
み
板
の
表
裏
に
は
「
御
慰
弘
化
四

未
」
と
墨
書
。（「
御
慰
」
は
割
書
。
左
下
に
そ
れ
ぞ
れ
「
表
」「
裏
」
と
記
さ
れ
て
い
る
）
。

一
冊
目
の
表
紙
中
央
に
「
御
慰 

言
贈
帳
」（
御
慰
は
割
書
）
と
あ
り
、
右
側
に
「
弘
化

四
未
年
」
、
左
側
に
「
従
正
月
至
四
月
」
、
さ
ら
に
そ
の
左
側
に
「
御
小
道
具
役
」
と
記

さ
れ
て
い
る
。
二
冊
目
、
三
冊
目
も
左
側
の
記
述
が
そ
れ
ぞ
れ
「
従
五
月
至
八
月
」「
従

九
月
至
十
二
月
」
と
異
な
る
ほ
か
は
同
様
で
あ
る
。 

 

記
載
内
容
は
、
『
言
贈
帳
』
と
異
な
り
、
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
は
日
々
の
当
番
の
奥
坊

主
や
小
納
戸
の
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
将
軍
の
起
床
（「
御
目
覚
」）
や
奥
坊
主
の
人

事
、
賞
罰
の
記
述
も
見
え
な
い
。
記
述
の
中
心
は
江
戸
城
の
奥
や
大
奥
で
鑑
賞
さ
れ
た

さ
ま
ざ
ま
な
鳥
と
魚
、
植
物
、
そ
し
て
将
軍
や
三
家
・
三
卿
等
の
子
女
に
対
す
る
進
上

品
、
各
種
調
度
品
に
関
す
る
事
柄
で
あ
る
。『
言
贈
帳
』
に
も
同
種
の
記
述
は
す
く
な
か

ら
ず
見
え
る
が
、
『
御
慰
言
贈
帳
』
の
記
述
は
数
段
詳
細
だ
。 

 

と
は
い
え
本
誌
で
多
彩
な
記
述
内
容
を
い
ち
い
ち
紹
介
す
る
余
裕
は
な
い
。
以
下
、

と
り
あ
え
ず
疱
瘡
（
痘
瘡
と
も
）
の
見
舞
品
と
鑑
賞
用
鳥
類
に
話
題
を
し
ぼ
っ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
記
述
を
拾
っ
て
み
た
い
。 

 

痘
瘡
（
疱
瘡
）
見
舞
い
の
品 

  

旗
本
井
関
親
興
の
未
亡
人
隆
子
は
、
天
保
十
一
年
（
一
八
四
〇
）
三
月
二
十
八
日
の

日
記
（
深
沢
秋
男
校
注
『
井
関
隆
子
日
記
』）
。
に
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。
長
文
な

の
で
意
訳
す
る
と
。 

 
「
右
大
将
様
の
御
痘
瘡
の
症
状
は
た
い
そ
う
穏
や
か
な
も
の
だ
と
い
う
の
で
、
心

配
な
さ
そ
う
。
そ
れ
で
も
御
側
に
侍
る
人
々
は
み
な
紅
色
の
衣
を
身
に
着
け
て
い

る
と
か
。
痘
瘡
の
と
き
は
黒
や
紫
は
禁
物
。
だ
か
ら
に
わ
か
に
紅
色
に
着
替
え
た
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『
北
の
丸
』
第
50
号 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

一
二
八

の
で
し
ょ
う
。
衣
だ
け
で
な
く
、
右
大
将
様
の
御
膳
や
さ
ま
ざ
ま
な
調
度
の
類
も

紅
で
彩
り
、
柱
ま
で
赤
い
毛
氈
で
覆
わ
れ
て
い
る
よ
し
」 

  

「
右
大
将
様
」
と
は
後
の
十
三
代
将
軍
徳
川
家
定
で
、
こ
の
年
十
七
歳
。『
慎
徳
院
殿

御
実
紀
』（
『
徳
川
実
紀
』
）
に
よ
れ
ば
、
三
月
二
十
五
日
に
痘
瘡
（
痘
瘡
ウ
イ
ル
ス
が
引

き
起
こ
す
病
。
疱
瘡
、
天
然
痘
と
も
）
を
発
症
し
、
紀
伊
大
納
言
ほ
か
群
臣
が
御
機
嫌

伺
い
の
た
め
登
城
し
た
と
い
う
。 

 

当
時
、
赤
色
（
紅
色
）
は
痘
瘡
か
ら
子
ど
も
を
守
る
と
さ
れ
、
赤
絵
（
赤
一
色
の
版

画
）
や
赤
色
の
オ
モ
チ
ャ
等
が
、
痘
瘡
除
け
と
し
て
、
あ
る
い
は
痘
瘡
の
症
状
を
軽
く

す
る
物
と
し
て
贈
ら
れ
た
。
ど
う
や
ら
江
戸
城
の
御
殿
内
で
も
こ
の
風
習
が
大
々
的
に

行
わ
れ
て
い
た
ら
し
い
。
右
大
将
が
臥
す
部
屋
が
赤
一
色
。
そ
う
聞
い
た
隆
子
は
こ
う

記
し
て
い
る
（
原
文
）。
「
伝
え
聞
に
も
さ
る
御
し
つ
ら
ひ
、
目
も
耀
（
か
が
よ
）
ふ
ば

か
り
に
て
、
紅
葉
の
山
に
わ
け
入
ぬ
と
も
、
さ
ば
か
り
は
あ
ら
じ
と
な
む
お
し
は
か
ら

る
、
痘
瘡
の
神
の
御
棚
、
其
わ
た
り
の
御
し
つ
ら
ひ
仕
う
ま
つ
る
人
な
ど
も
、
皆
赤
う

装
ひ
ぬ
と
ぞ
」。 

 

隆
子
は
右
大
将
（
家
定
）
が
病
に
伏
す
一
間
の
中
が
、
人
々
の
衣
服
か
ら
調
度
そ
し

て
柱
ま
で
赤
色
で
統
一
さ
れ
て
い
る
情
景
を
思
い
描
き
、「
紅
葉
ま
っ
盛
り
の
山
の
中
で

も
、
こ
れ
ほ
ど
見
事
で
は
な
い
と
思
う
」
と
驚
き
か
つ
感
嘆
し
て
い
る
。
さ
ら
に
痘
瘡

平
癒
の
た
め
設
け
ら
れ
た
神
棚
に
痘
瘡
神
を
祀
る
人
々
ま
で
赤
一
色
で
あ
る
こ
と
に
言

及
。
痘
瘡
が
命
を
奪
う
恐
ろ
し
い
病
で
あ
る
と
承
知
の
う
え
で
、
ど
こ
か
ウ
キ
ウ
キ
し

た
気
分
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
ま
る
で
「
私
も
ぜ
ひ
拝
見
し
た
い
わ
」
と
で
も
い
う
よ
う

に
。 

 

同
じ
年
（
天
保
十
一
年
）
の
『
御
慰
言
贈
帳
』
を
開
い
て
み
よ
う
。
三
月
二
十
三
日

の
条
に
「
右
大
将
様
御
疱
瘡
御
治
定
に
付
」
と
あ
り
、
右
大
将
の
発
症
が
確
認
さ
れ
た

こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
同
日
の
条
に
「
紅
摺
錦
絵
早
々
上
け
候
様
、
村
田
へ
申
付
候
」

と
あ
り
、
紅
摺
り
の
錦
絵
（
す
な
わ
ち
赤
絵
）
を
至
急
手
配
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 

赤
絵
だ
け
で
な
く
、
達
磨
な
ど
赤
物
（
赤
色
の
品
）
の
手
配
も
命
じ
ら
れ
た
。
こ
れ

ら
を
包
む
紙
も
赤
い
奉
書
紙
を
指
定
し
て
い
る
。
水
引
も
赤
だ
っ
た
。
以
下
、
同
年
の

『
御
慰
言
贈
帳
』
を
め
く
っ
て
い
く
と
、
細
工
に
用
い
る
紅
の
染
料
、
張
り
子
の
達
磨
、

桃
色
の
「
ヲ
ル
コ
ー
ル
」
、
「
赤
御
手
遊
ひ
物
」（
赤
色
の
オ
モ
チ
ャ
）、
朱
塗
り
の
手
提

げ
等
々
が
目
に
入
る
。
右
大
将
の
容
体
が
大
事
に
至
ら
ず
に
済
む
と
判
明
し
た
四
月
十

三
日
に
は
、
生
き
た
赤
物
を
取
り
寄
せ
る
よ
う
指
示
さ
れ
た
。「
緋
音
呼
」
す
な
わ
ち
緋

色
の
イ
ン
コ
を
疱
瘡
平
癒
の
た
め
に
右
大
将
の
病
床
近
く
で
飼
お
う
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
越
前
屋
と
い
う
御
用
町
人
に
注
文
し
、
四
月
十
八
日
、
御
城
御
門
が
開
く
と
同

時
に
持
参
す
る
よ
う
手
配
し
て
い
る
。
人
の
言
葉
を
真
似
る
イ
ン
コ
に
は
病
床
の
右
大

将
を
慰
め
る
役
割
も
期
待
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。 

  

以
上
は
天
保
十
一
年
、
右
大
将
（
家
定
）
が
疱
瘡
に
罹
っ
た
と
き
の
記
録
だ
が
、
今

回
全
文
翻
刻
し
た
弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
も
、
疱
瘡
発
症
と
赤
物
進
上
の
記
事

は
事
欠
か
な
い
。
登
場
す
る
疱
瘡
の
患
者
は
、
①
徳
川
慶
篤
（
常
陸
水
戸
藩
主 

十
六

歳
）、
②
前
田
慶
寧
（
加
賀
金
沢
藩
世
子 

筑
前
守 

十
一
代
将
軍
家
斉
の
女
溶
姫
と
金

沢
藩
主
前
田
斉
泰
の
間
の
男
子 

十
八
歳
）、
③
徳
川
慶
寿
（
一
橋
徳
川
家
当
主
民
部
卿 

二
十
五
歳
）
。 

 

①
徳
川
慶
篤
に
つ
い
て
、『
徳
川
実
紀
』
正
月
九
日
の
条
に
「
九
日
水
戸
宰
相
の
痘
瘡

を
問
は
せ
ら
れ
て 

御
側
太
田
播
磨
守
御
使
し
て
檜
重
一
組 

生
干
魚
一
種
を
お
く
ら

せ
ら
る
」
と
あ
り
、
②
前
田
慶
寧
に
つ
い
て
も
正
月
十
八
日
の
条
に
「
松
平
筑
前
守
（
＝

前
田
慶
寧
）
の
痘
瘡
を
問
は
せ
ら
れ
て 

奏
者
番
松
平
市
正
御
使
す
」
と
あ
る
。
ど
ち

ら
に
も
将
軍
か
ら
疱
瘡
見
舞
の
使
者
が
遣
わ
さ
れ
た
。 

 

③
徳
川
慶
寿
の
場
合
は
、
五
月
五
日
の
条
に
「
一
橋
民
部
卿
病
に
よ
て 

御
側
牧
野

伊
予
守
御
使
し
て
生
干
鱚
魚
を
お
く
ら
せ
ら
る
」
と
あ
る
が
、
病
が
疱
瘡
と
は
書
か
れ



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

一
二
九

て
い
な
い
。『
徳
川
実
紀
』
で
は
慶
寿
は
二
日
後
の
五
月
七
日
に
没
し
た
こ
と
に
な
っ
て

い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
表
向
き
の
死
没
日
で
、
実
は
四
月
十
三
日
に
没
し
た
よ
う
だ
（
『
平

成
新
修
華
族
家
系
大
成
』
）。
い
ず
れ
に
し
ろ
死
因
（
病
名
）
は
明
記
さ
れ
ず
、
弘
化
四

年
『
言
贈
帳
』
に
も
、
「
御
所
労
」
（
御
病
気
）
と
あ
る
だ
け
。
し
か
し
弘
化
四
年
『
御

慰
言
贈
帳
』
に
は
、
四
月
六
日
の
条
に
「
一
橋
様
御
疱
瘡
御
治
定
之
由
」
と
あ
り
、
徳

川
慶
寿
（「
一
橋
様
」）
の
死
因
が
疱
瘡
だ
っ
た
事
実
が
判
明
す
る
。
ち
な
み
に
一
橋
徳

川
家
の
日
誌
類
を
も
と
に
編
纂
さ
れ
た
辻
達
也
編
『
新
稿
一
橋
徳
川
家
記
』
も
、
弘
化

四
年
四
月
六
日
、
慶
寿
が
「
此
日
池
田
瑞
仙
の
診
察
を
受
け
、
疱
瘡
と
診
断
せ
ら
る
」

と
記
し
て
い
る
。
典
拠
は
「
番
頭
・
用
人
日
記
」。
池
田
瑞
仙
は
痘
瘡
の
専
門
医
で
あ
る
。 

 

三
人
の
疱
瘡
患
者
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
見
舞
品
が
手
配
さ
れ
た
だ
ろ
う
か
。 

 

徳
川
慶
篤
（「
水
戸
様
」）
に
対
し
て
は
、
正
月
五
日
の
条
に
「
赤
物
御
の
し
（
熨
斗
）

包
」
「
赤
紙
水
引
」
「
た
る
磨
（
達
磨
）
」「
赤
大
の
し
」
と
あ
る
。
面
白
い
の
は
「
達
磨

え
達
磨
菓
子 

耳
つ
く
え
耳
つ
く
菓
子
入
」
と
あ
る
こ
と
。
達
磨
や
ミ
ミ
ズ
ク
の
形
を

し
た
お
菓
子
を
そ
れ
ぞ
れ
達
磨
と
ミ
ミ
ズ
ク
の
人
形
の
中
に
詰
め
込
む
（
お
菓
子
入
り

達
磨
と
ミ
ミ
ズ
ク
）
と
い
う
の
だ
。
当
時
は
ミ
ミ
ズ
ク
も
疱
瘡
除
け
の
呪
力
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

正
月
七
日
に
は
「
水
戸
様
」
の
希
望
（「
御
願
」
）
で
「
唐
か
け
す
」
を
九
日
に
進
上

す
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
カ
ケ
ス
は
全
体
に
赤
褐
色
を
し
た
カ
ラ
ス
科
の
鳥
。
そ
れ

を
小
納
戸
の
福
村
小
膳
次
の
指
示
で
赤
い
鳥
籠
に
入
れ
て
差
し
上
げ
る
と
い
う
。
と
こ

ろ
が
「
唐
か
け
す
」
が
入
手
で
き
ず
、「
和
の
か
け
す
」
一
羽
を
に
わ
か
に
赤
く
塗
っ
た

籠
に
入
れ
て
進
上
し
た
。
鳥
の
手
配
を
し
た
の
は
や
は
り
越
前
屋
で
、
小
道
具
役
は
越

前
屋
に
対
し
て
引
き
続
き
「
唐
か
け
す
」
を
探
す
よ
う
指
示
し
て
い
る
（
正
月
九
日
）。

慶
篤
の
疱
瘡
は
正
月
十
五
日
に
「
酒
湯
」
を
済
ま
せ
、
平
癒
。 

 

前
田
慶
寧
に
つ
い
て
は
、
正
月
十
五
日
に
「
松
平
筑
前
守
殿
疱
瘡
治
定
之
由
に
て
俄

に
赤
物
御
台
積
五
尺
出
来 

直
に
奥
え
相
廻
候
」
と
見
え
、
松
平
筑
前
守
（
前
田
慶
寧
）

の
症
状
が
疱
瘡
と
診
断
さ
れ
た
の
を
受
け
て
、
急
遽
、
赤
物
を
積
む
台
を
用
意
し
た
様

子
が
う
か
が
え
る
。
正
月
十
八
日
の
条
に
「
赤
物
之
口 

紅
羽
二
重 

緋
ち
り
め
ん
（
縮

緬
）
上
り 

赤
物
品
一
所
に
角
牡
丹
え
入
置
候
」
と
あ
る
の
も
、
慶
寧
に
進
上
す
る
疱

瘡
用
の
見
舞
品
（
「
赤
物
」）
の
件
で
、
紅
羽
二
重
や
緋
縮
緬
を
取
り
寄
せ
た
と
い
う
意

味
だ
ろ
う
。「
赤
物
」
は
幾
度
も
吟
味
さ
れ
た
ら
し
い
。
正
月
二
十
一
日
に
「
赤
物
又
々

上
け
置
候
様
小
膳
次
殿
被
申
聞 

松
之
模
様
除
き
」
あ
る
の
も
そ
の
一
例
。
進
上
品
の

吟
味
を
重
ね
て
い
た
福
村
小
膳
次
の
指
示
で
、
赤
物
の
一
点
か
ら
松
の
模
様
が
削
ら
れ

た
と
い
う
の
だ
。 

 

金
沢
藩
側
の
史
料
も
挙
げ
て
お
く
。
『
加
賀
藩
史
料
』
は
、
「
恭
敏
公
記
史
料
」
を
引

用
し
て
、
疱
瘡
に
よ
る
発
熱
（「
初
熱
」
）
が
正
月
十
一
日
で
、
二
月
十
一
日
に
平
癒
（「
払

床
」）
と
記
し
て
い
る
。
慶
寧
の
発
症
が
伝
え
ら
れ
る
と
、
将
軍
（
家
慶
）
か
ら
景
徳
夫

人
（
慶
寧
の
生
母
溶
姫
）
を
通
じ
て
、
紅
縮
緬
製
の
大
達
磨
と
大
耳
突
（
オ
オ
ミ
ミ
ズ

ク
）
お
よ
び
紅
色
の
懐
嚢
（
懐
中
袋
）
が
贈
ら
れ
た
と
も
。 

 

徳
川
慶
寿
（「
一
橋
様
」）
の
場
合
は
ど
う
か
。
四
月
六
日
に
疱
瘡
発
症
が
確
認
さ
れ

た
報
が
伝
わ
る
と
、
翌
七
日
、
さ
っ
そ
く
「
達
磨
」
「
耳
つ
く
」
の
製
作
と
「
緋
縮
緬
」

「
紅
羽
二
重
」
の
手
配
が
指
示
さ
れ
、
九
日
に
一
橋
家
に
進
上
す
る
赤
物
が
決
定
し
た
。

そ
れ
は
「
紅
絵
」
（
赤
絵
）
と
「
盃
蒔
へ
」
（
蒔
絵
を
施
し
た
赤
い
盃
と
想
像
さ
れ
る
）

十
五
杯
。
赤
絵
は
十
一
枚
で
、
う
ち
一
枚
が
大
き
過
ぎ
た
の
で
断
裁
し
て
大
き
さ
を
揃

え
た
と
記
さ
れ
て
い
る
。
赤
絵
の
内
容
に
つ
い
て
、
小
納
戸
の
東
條
権
太
夫
が
注
文
を

つ
け
た
。「
以
来
紅
絵
出
候
節
は 

よ
く
よ
く
疱
瘡
に
縁
の
有
歌
計
り
出
候
様
権
太
夫
殿

被
申
聞
」
。
ど
う
や
ら
赤
絵
に
は
和
歌
が
書
か
れ
て
い
た
ら
し
く
、
権
太
夫
は
、
和
歌
な

ら
ば
何
で
も
よ
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
疱
瘡
に
関
係
が
深
い
歌
を
採
用
す
る
よ
う
求

め
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

四
月
九
日
、
台
に
積
ま
れ
た
赤
物
が
一
橋
へ
進
上
さ
れ
た
。
台
に
は
「
紅
絵
」
十
一

枚
と
「
手
遊
蒔
絵
盃
」（
オ
モ
チ
ャ
の
蒔
絵
盃
）
が
十
五
杯
ほ
ど
載
せ
ら
れ
た
。
赤
絵
を
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包
む
「
た
と
ふ
」（
畳
紙
）
が
赤
色
だ
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
赤
へ
の
こ
だ
わ
り

が
細
部
ま
で
浸
透
し
て
い
た
。
十
五
日
に
も
赤
物
を
進
上
す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
実
現

し
な
か
っ
た
。
慶
寿
が
四
月
十
三
日
に
没
し
た
か
ら
で
あ
る
。 

 

観
賞
用
鳥
類
の
購
入 

  

「
右
大
将
様
」
に
緋
色
の
イ
ン
コ
、「
水
戸
様
」
に
は
カ
ケ
ス
。
疱
瘡
見
舞
と
し
て
贈

ら
れ
た
こ
れ
ら
生
き
た
鳥
を
用
意
し
て
江
戸
城
に
持
参
し
た
の
は
、
越
前
屋
と
い
う
御

用
町
人
だ
っ
た
。 

 

越
前
屋
と
は
何
者
か
。
弘
化
四
年
の
『
武
鑑
』
を
め
く
る
と
、「
御
小
鳥
類
」
を
扱
う

御
用
町
人
と
し
て
浜
松
屋
善
蔵
と
越
前
屋
彦
四
郎
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
店
の
住

所
は
そ
れ
ぞ
れ
桜
田
伏
見
町
と
神
田
明
神
下
。
越
前
屋
に
つ
い
て
は
、
尾
田
勝
延
と
い

う
絵
師
が
描
い
た
丹
頂
鶴
の
写
生
図
（
八
代
市
立
博
物
館
蔵
）
に
「
江
府
本
郷
越
前
屋

ト
申
鳥
屋
ニ
居
候
を 

文
政
二
年
七
月 

尾
田
法
眼
勝
延
生
写
」
と
添
え
書
き
さ
れ
て

お
り
、
文
政
二
年
（
一
八
一
九
）
七
月
当
時
は
江
戸
本
郷
に
店
を
構
え
て
い
た
こ
と
も

わ
か
る
。
尾
田
は
本
郷
の
越
前
屋
で
生
き
た
丹
頂
鶴
を
写
生
し
た
の
で
あ
る
。 

 

小
道
具
役
が
（
お
そ
ら
く
担
当
の
小
納
戸
の
指
示
で
）
御
用
町
人
の
「
鳥
屋
」
に
各

種
観
賞
用
の
鳥
を
注
文
す
る
の
は
、
徳
川
家
一
族
が
疱
瘡
を
病
ん
だ
と
き
だ
け
で
は
な

く
、「
鳥
屋
」
も
越
前
屋
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
天
保
十
五
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
を
ひ
も

と
い
て
み
よ
う
。
八
月
二
十
六
日
の
条
に
「
浜
松
屋
東
国
屋
よ
り
替
り
鳥
書
付
差
出 

今

朝
近
江
守
殿
え
出
す
」
と
あ
り
、
浜
松
屋
や
東
国
屋
も
注
文
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
し
、
十
二
月
十
九
日
に
は
「
ち
や
ぼ
十
四
五
番
早
々
上
け 

甲
斐
守
殿
御
申
付
越

前
屋
浜
松
屋
え
達
す 

尤
高
直
は
不
宜 

御
籠
え
直
段
書
付
け
可
出
候
」
と
見
え
る
。

チ
ャ
ボ
十
四
、
五
「
番
」（
雄
雌
一
対
）
を
至
急
用
意
す
る
よ
う
甲
斐
守
（
小
納
戸
の
朝

比
奈
昌
寿
で
あ
ろ
う
）
か
ら
指
示
が
あ
り
、
越
前
屋
と
浜
松
屋
に
注
文
し
た
。
た
だ
し

高
価
な
チ
ャ
ボ
は
不
要
。
鳥
籠
に
値
段
を
記
し
て
持
参
せ
よ
と
い
う
の
で
あ
る
。 

 

観
賞
用
の
鳥
類
は
、
姿
や
色
を
愛
で
鳴
き
声
を
楽
し
む
愛
玩
物
と
し
て
飼
育
さ
れ
た

だ
け
で
は
な
い
。
な
か
に
は
「
餝
」
（
か
ざ
り
）
と
し
て
取
り
寄
せ
る
場
合
も
あ
っ
た
。

天
保
十
五
年
三
月
、「
紀
伊
大
納
言
様
」（
徳
川
斉
順
）
が
奥
に
来
訪
し
た
際
に
、「
御
鉢

植
類
」
十
八
品
と
あ
わ
せ
て
「
御
餝
付
御
鳥
」
十
六
籠
を
取
り
寄
せ
て
い
る
。
鳥
は
鉢

植
え
の
植
物
同
様
、
庭
や
部
屋
の
装
飾
品
に
も
な
っ
て
い
た
。 

 

御
用
鳥
屋
は
（
す
く
な
く
と
も
越
前
屋
は
）、
鳥
以
外
の
〝
商
品
〟
も
扱
っ
て
い
た
ら

し
い
。
天
保
十
五
年
七
月
二
十
七
日
、
越
前
屋
に
子
兔
（「
兎
の
雛
」）
を
注
文
し
て
い

る
。
「
乳
を
は
な
れ
候
極
々
少
さ
き
兎
有
之
候
哉
御
尋
に
付 

越
前
屋
え
申
遣
候
」
（
乳

離
れ
し
た
ば
か
り
の
ご
く
小
さ
い
ウ
サ
ギ
を
と
い
う
御
要
望
が
あ
っ
た
の
で
、
越
前
屋

に
注
文
し
た
）
と
い
う
。
誰
か
ら
の
要
望
（
将
軍
か
大
奥
か
）
か
は
さ
だ
か
で
な
い
。

と
り
あ
え
ず
越
前
屋
に
子
ウ
サ
ギ
の
在
庫
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
も
最
大
の
得
意
先
で

あ
る
幕
府
の
注
文
な
の
で
、
必
死
に
探
し
ま
わ
り
、
翌
月
十
日
に
は
納
品
し
た
よ
う
だ
。

越
前
屋
は
鳥
に
か
ぎ
ら
ず
愛
玩
小
動
物
一
般
を
扱
っ
て
い
た
の
か
、
そ
れ
と
も
鳥
類
同

様
「
羽
」
で
数
え
ら
れ
る
ウ
サ
ギ
は
特
例
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。 

 

注
文
を
受
け
た
鳥
を
ど
の
く
ら
い
の
値
段
で
納
め
た
の
か
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
だ
。

天
保
十
五
年
四
月
十
日
、
越
前
屋
は
「
替
り
山
か
ら
」（
新
た
に
納
め
た
ヤ
マ
ガ
ラ
＝
シ

ジ
ュ
ウ
カ
ラ
科
の
小
鳥
）
の
代
金
と
し
て
金
十
九
両
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
丹
頂
鶴
の

よ
う
な
大
形
鳥
で
も
な
い
の
に
、
か
な
り
高
額
だ
。
か
り
に
金
一
両
が
銭
六
貫
（
六
千

文
）
と
す
れ
ば
、
一
両
で
一
杯
十
六
文
の
二
八
蕎
麦
が
三
百
七
十
五
杯
食
べ
ら
れ
、
十

九
両
な
ら
、
な
ん
と
七
千
百
二
十
五
杯
に
な
る
。 

 
も
っ
と
も
、
高
価
だ
っ
た
の
は
江
戸
城
に
納
め
ら
れ
る
観
賞
用
鳥
類
だ
け
で
は
な
い
。

大
名
や
富
裕
な
町
人
の
間
で
観
賞
用
鳥
類
の
飼
育
が
広
が
る
に
つ
れ
て
、
形
状
や
音
色

の
美
し
い
（
あ
る
い
は
珍
し
い
）
鳥
の
値
は
高
騰
し
、
専
門
の
鳥
屋
の
ほ
か
に
も
副
業

と
し
て
飼
育
を
行
う
者
が
現
れ
た
。 
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馬
場
文
耕
『
世
間
御
旗
本
容
気
』（
一
七
五
四
年
序
）
に
登
場
す
る
旗
本
、
笹
井
巳
之

介
も
そ
の
一
人
だ
（
笹
井
の
実
在
の
モ
デ
ル
は
不
明
）。
部
屋
住
み
の
わ
び
し
さ
を
ま
ぎ

ら
わ
そ
う
と
メ
ジ
ロ
な
ど
小
鳥
を
飼
い
始
め
た
巳
之
介
は
、
飼
育
術
が
上
達
す
る
に
つ

れ
、
オ
シ
ド
リ
・
カ
モ
・
ア
ヒ
ル
・
キ
ジ
・
マ
ガ
モ
ほ
か
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
を
飼
育
す
る

よ
う
に
な
り
、
屋
敷
は
さ
な
が
ら
「
鳥
部
屋
」
と
化
し
た
。
弟
の
右
内
も
兄
を
見
習
っ

て
昼
夜
と
も
飼
育
に
心
を
砕
い
た
。
本
所
深
川
辺
か
ら
ゴ
イ
サ
ギ
（
「
小
鶄
」
）
や
ヨ
シ

キ
リ
（
ヨ
シ
キ
リ
科
の
小
鳥
）
の
卵
を
取
り
寄
せ
、
孵
化
さ
せ
て
育
て
、
五
両
や
七
両

で
売
っ
た
り
も
し
た
。
お
か
げ
で
笹
井
家
は
裕
福
と
な
り
、
一
方
、
幕
臣
と
し
て
は
病

と
称
し
て
頭
（
上
役
）
に
対
面
し
よ
う
と
も
し
な
か
っ
た
。 

 

あ
る
日
、
麹
町
の
鳥
屋
か
ら
、
奥
向
に
仕
え
る
さ
る
人
物
が
拝
領
し
た
「
き
う
く
わ

ん
」（
九
官
鳥
）
を
五
十
両
で
売
り
た
が
っ
て
い
る
と
い
う
話
が
持
ち
込
ま
れ
た
。
人
の

言
葉
を
真
似
、「
高
砂
」
の
小
謡
が
得
意
な
「
大
名
鳥
」
な
の
で
、
売
れ
ば
三
百
両
、
ぜ

ひ
に
と
求
め
る
客
に
は
五
百
両
以
上
で
も
売
れ
る
掘
り
出
し
物
だ
と
い
う
。
巳
之
介
が

さ
っ
そ
く
五
十
両
で
買
い
取
っ
た
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
そ
れ
か
ら
ど
う
な
っ
た
か
。

本
稿
の
趣
旨
と
は
異
な
る
の
で
話
の
結
末
は
割
愛
し
た
い
。
と
も
あ
れ
一
羽
の
九
官
鳥

に
数
百
両
も
の
値
が
つ
い
た
の
で
あ
る
。 

 

次
に
今
回
翻
刻
し
た
弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
か
ら
、
越
前
屋
か
ら
鳥
を
購
入
す

る
手
続
き
や
代
金
等
を
振
り
返
っ
て
み
た
い
。
ま
ず
は
売
り
込
み
と
注
文
か
ら
。 

 

越
前
屋
は
定
期
的
に
（
あ
る
い
は
良
い
鳥
を
入
手
し
た
と
き
）「
替
鳥
伺
」
を
差
し
出

し
た
。
五
月
十
六
日
に
は
「
暑
中
御
鳥
伺
書
」
を
提
出
し
た
が
、
特
に
珍
し
い
鳥
も
な

い
と
い
う
理
由
で
購
入
見
送
り
に
な
っ
て
い
る
。
六
月
十
九
日
に
も
メ
ジ
ロ
と
ヨ
シ
キ

リ
を
「
替
り
鳥
」
の
候
補
に
挙
げ
た
が
、「
御
用
無
之
旨
」（
購
入
さ
れ
ず
）。
そ
の
一
方

で
、
同
じ
日
、
雌
の
ウ
ズ
ラ
一
羽
が
購
入
さ
れ
代
金
が
支
払
わ
れ
た
。
十
月
十
九
日
に

は
珍
鳥
と
し
て
「
け
ん
ち
よ
う
」（
不
明 

玄
鳥
＝
ツ
バ
メ
か
）
を
持
ち
込
ん
だ
。
十
一

月
二
十
五
日
に
は
「
寒
中
御
鳥
伺
書
」
を
提
出
し
て
い
る
。 

 

越
前
屋
に
注
文
し
た
記
事
も
す
く
な
く
な
い
。
三
月
十
六
日
に
は
「
宜
敷
替
り
鳥
」

（
お
勧
め
の
鳥
）
が
あ
れ
ば
明
後
日
に
書
面
を
出
す
よ
う
申
し
遣
わ
し
た
し
、
六
月
二

十
五
日
に
は
カ
モ
の
替
わ
り
が
あ
れ
ば
差
し
出
す
よ
う
達
し
て
い
る
。
カ
モ
は
「
小
鴨
」

が
望
ま
し
い
と
の
注
文
も
添
え
ら
れ
て
い
た
。 

 

値
段
は
ど
う
か
。
二
月
二
十
五
日
の
条
に
「
替
り
小
鴨
壱
羽 

二
十
三
○
之
処 

三

百
疋
引
方 

右
御
用
に
相
成 

鮮
た
い
金
よ
り
御
払
出
候
旨
権
太
夫
殿
被
申
聞
候
」
と

あ
る
。
二
十
三
両
（
○
は
両
の
略
号
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
）
の
小
ガ
モ
一
羽
を
三

百
疋
（
金
一
両
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
額
）
の
値
引
き
で
購
入
。
代
金
は
「
鮮
た
い

金
」（
鮮
鯛
金
）
の
中
か
ら
支
払
う
よ
う
、
小
納
戸
の
東
条
権
太
夫
か
ら
指
示
が
あ
っ
た

と
い
う
の
で
あ
る
。
以
下
、
購
入
し
た
鳥
の
値
段
（
代
金
）
を
挙
げ
て
み
よ
う
。 

 

―
「
山
か
ら
」
（
ヤ
マ
ガ
ラ
）
が
十
八
両
二
分
（
三
月
十
八
日
）、
「
巴
鴨
」（
ト
モ
エ

ガ
モ
）
雌
雄
一
対
が
四
十
七
両（
の
ち
値
引
き
さ
せ
三
十
九
両
一
分
）（
三
月
二
十
三
日
）
、

「
鶯
之
め
ん
」（
ウ
グ
イ
ス
の
雌
）
が
一
両
三
分
（
四
月
十
三
日
）、
「
替
尾
長
鴨
」
（
オ

ナ
ガ
カ
モ
）
の
雄
一
羽
が
二
十
八
両
二
分
（
四
月
十
九
日
）
、
同
じ
く
「
替
り
尾
長
鴨
」

の
雄
一
羽
が
十
九
両
二
分
（
八
月
九
日
）
、「
だ
ん
ど
く
」（
壇
特 

ジ
ュ
ウ
シ
マ
ツ
の
原

種
コ
シ
ジ
ロ
キ
ン
パ
ラ
）
雌
雄
一
対
が
十
三
両
二
分
（
同
日
）、
「
替
小
鳥
」
が
十
五
両

（
十
月
七
日
）
―
等
々
。 

 

以
上
は
購
入
し
た
鳥
の
す
べ
て
で
は
な
い
。「
越
前
屋
御
入
用
帳
」
が
作
成
さ
れ
て
い

た
の
を
見
て
も
（
十
月
五
日
の
条
に
「
越
前
屋
御
入
用
帳 

九
月
分
取
調
」
と
あ
る
）、

越
前
屋
か
ら
定
期
的
あ
る
い
は
折
々
に
（
賓
客
来
訪
の
際
の
「
御
飾
付
」
、
疱
瘡
見
舞
、

珍
奇
な
鳥
の
入
手
や
注
文
等
）、
さ
ま
ざ
ま
な
鳥
を
購
入
し
た
様
子
が
う
か
が
え
る
。 

 
と
は
い
え
幕
府
（
担
当
は
小
納
戸
と
奥
坊
主
小
道
具
役
）
は
、
越
前
屋
の
言
い
値
で

購
入
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
す
で
に
例
を
挙
げ
た
よ
う
に
、
売
り
手
と
買
い
手
の
間
で

値
段
の
交
渉
が
あ
り
、
代
金
の
値
引
き
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ほ
か
に
も
「
替
り
尾
長
鴨
」

を
二
十
五
両
三
分
か
ら
十
九
両
三
分
に
値
引
き
（
十
月
十
七
日
）
、
「
沖
け
ん
鳥
」
を
十



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

一
三
二

六
両
三
分
か
ら
十
三
両
三
分
に
値
引
さ
せ
て
購
入
と
い
う
具
合
で
あ
る
。
越
前
屋
は
か

な
り
の
値
引
き
を
迫
ら
れ
て
い
る
が
、
交
渉
は
い
つ
も
幕
府
の
思
い
通
り
に
な
っ
た
わ

け
で
は
な
い
。 

 

二
月
二
十
五
日
に
三
百
疋
値
引
き
で
購
入
し
た
小
鴨
に
つ
い
て
も
、
越
前
屋
と
幕
府

の
間
で
〝
負
け
ろ
、
負
け
ら
れ
ま
せ
ん
〟
の
や
り
と
り
が
あ
っ
た
。
小
道
具
役
は
二
月

二
十
三
日
、
こ
う
記
録
し
て
い
る
。「
替
り
鳥
書
面 

甲
斐
守
殿
え
出
候
処 

替
り
小
鴨

廿
三
○ 

右
を
十
五
○
位
に
押
合
候
様
被
申
聞 

太
三
郎
呼
出
し
談
候
処 

三
百
疋
引

方
致
候
旨
申
聞 

御
同
人
え
申
上
候
所 

尚
又
押
合 

明
後
廿
五
日
御
門
明
き
御
鳥
入

御
覧
候
様
被
申
聞
達
す
」
。 

 

―
甲
斐
守
（
小
納
戸
の
朝
比
奈
甲
斐
守
）
か
ら
小
鴨
を
二
十
三
両
か
ら
十
五
両
ほ
ど

ま
で
値
下
げ
さ
せ
る
よ
う
交
渉
せ
よ
と
指
示
が
あ
り
、
越
前
屋
の
太
三
郎
を
呼
び
出
し

た
。
太
三
郎
は
三
百
疋
（
甲
斐
守
が
求
め
る
値
下
げ
額
の
十
分
の
一
以
下
だ
）
な
ら
値

下
げ
可
能
と
答
え
た
。
そ
の
旨
甲
斐
守
に
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
さ
ら
に
値
下
げ
交
渉

し
た
上
で
明
後
日
早
々
に
小
鴨
を
持
参
さ
せ
る
よ
う
指
示
が
あ
っ
た
―
。 

 

こ
の
ケ
ー
ス
で
は
、
結
局
三
百
疋
の
値
下
げ
で
済
ん
だ
。
越
前
屋
の
巧
み
な
駆
け
引

き
が
功
を
奏
し
た
の
だ
ろ
う
。「
押
合
」
と
い
う
言
葉
か
ら
や
り
と
り
の
真
剣
さ
が
察
せ

ら
れ
る
。 

 

駆
け
引
き
と
い
え
ば
、
四
月
十
三
日
、
越
前
屋
は
か
ね
て
注
文
が
あ
っ
た
雌
の
ウ
グ

イ
ス
に
つ
い
て
、「
な
か
な
か
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
鳥
屋
業
界
外
の
者
が
三
年

ほ
ど
飼
っ
て
い
た
ウ
グ
イ
ス
を
、
説
得
し
て
よ
う
や
く
手
に
入
れ
ま
し
た
。
し
か
し
法

外
に
高
値
な
の
で
、
お
納
め
す
る
の
は
躊
躇
さ
れ
ま
す
が
、
い
か
が
致
し
ま
し
ょ
う
か
」

（
意
訳
）
と
申
し
上
げ
た
。
小
納
戸
の
興
津
仲
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、
明
日
ま
で
店
に
留

め
置
く
よ
う
指
示
が
あ
り
、
結
局
一
両
三
分
で
購
入
さ
れ
た
ら
し
い
。
値
段
的
に
は
か

な
り
値
下
げ
を
し
た
よ
う
だ
が
、
実
は
越
前
屋
は
あ
ら
か
じ
め
こ
の
く
ら
い
の
値
段
を

想
定
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。 

越
前
屋
は
鳥
を
納
め
る
だ
け
で
な
く
、
鳥
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め

ら
れ
、
病
鳥
の
治
療
な
ど
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
も
行
っ
て
い
る
。
納
め
た
コ
マ
ド
リ
が
病

鳥
と
わ
か
れ
ば
越
前
屋
に
預
け
ら
れ
た
し
（
七
月
五
日
）
、
雌
雄
一
対
の
「
相
思
鳥
」（
ソ

ウ
シ
チ
ョ
ウ 

チ
メ
ド
リ
科
の
小
鳥
）
が
病
鳥
だ
っ
た
と
き
も
、
越
前
屋
の
太
三
郎
に

薬
を
持
参
す
る
よ
う
申
し
渡
し
て
い
る
（
十
月
二
十
九
日
）。
ア
ド
バ
イ
ス
（
鳥
に
関
す

る
専
門
的
知
識
、
経
験
の
提
供
）
に
つ
い
て
、
二
月
六
日
の
事
例
も
挙
げ
て
お
き
た
い
。

そ
の
内
容
を
意
訳
す
る
と
。「
公
方
様
（
将
軍
家
慶
）
が
品
川
筋
に
御
成
に
な
っ
た
際
に
、

西
久
保
八
幡
前
の
山
本
屋
万
吉
（
や
は
り
鳥
屋
か
）
方
で
雌
雄
一
対
の
ウ
ズ
ラ
を
買
い

上
げ
た
。
と
こ
ろ
が
二
羽
と
も
オ
ス
と
判
明
。
あ
ら
た
め
て
（
山
本
万
吉
方
か
ら
）
メ

ス
を
取
り
寄
せ
、
し
か
る
の
ち
急
遽
越
前
屋
を
呼
び
出
し
、
竹
田
伊
豆
守
殿
（
小
納
戸

頭
取
）
の
指
示
で
、
二
羽
の
オ
ス
の
う
ち
良
い
方
を
選
ば
せ
た
。
そ
し
て
選
ば
れ
な
か
っ

た
方
を
山
本
屋
に
戻
し
、
こ
れ
で
ウ
ズ
ラ
の
オ
ス
と
メ
ス
が
揃
っ
た
」。
瑣
末
な
内
容
だ

が
、
越
前
屋
が
事
あ
る
ご
と
に
江
戸
城
に
呼
び
出
さ
れ
御
用
を
務
め
て
い
た
様
子
が
垣

間
見
え
る
。 

 

鑑
賞
用
の
鳥
に
つ
い
て
は
、
「
白
鴛
」
（
鴛
は
オ
シ
ド
リ
）
に
田
螺
を
毎
朝
十
ず
つ
手

配
す
る
よ
う
指
示
（
正
月
二
十
日
）
、
蜘
（
ク
モ
）
三
十
匹
ず
つ
毎
日
上
げ
る
よ
う
指
示

（
四
月
九
日
）
な
ど
、
餌
の
記
事
も
見
え
る
。
四
月
二
十
日
に
は
鳥
の
餌
に
な
る
割
麦
、

荏
胡
麻
、
麻
の
実
の
価
格
高
騰
が
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

変
わ
っ
た
と
こ
ろ
で
は
、
「
カ
ナ
ア
リ
ア
」（
カ
ナ
リ
ア
）
の
卵
で
蒔
絵
の
香
合
を
製

作
し
た
記
事
が
注
目
さ
れ
る
。
製
作
の
過
程
は
詳
ら
か
で
な
い
が
、
四
月
二
十
日
に
香

合
が
出
来
上
が
り
、
五
月
十
一
日
に
蒔
絵
が
施
さ
れ
た
。
「
是
迄
度
々
出
来
候
」
（
四
月

三
日
）
と
あ
り
、
カ
ナ
リ
ア
の
卵
で
蒔
絵
香
合
を
作
る
の
は
こ
れ
が
初
め
て
で
な
か
っ

た
よ
う
だ
。 

 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
は
、
か
ら
く
り
細
工
の
鳥
も
見
え
る
。
六
月
四
日
の

条
に
、
「
伏
籠
入
鶏
雛
啼
」
（
伏
せ
た
籠
の
中
で
ニ
ワ
ト
リ
の
ヒ
ナ
が
ピ
ヨ
ピ
ヨ
鳴
く
）



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
50
号 

弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
つ
い
て 

一
三
三

仕
掛
け
の
「
糸
唐
操
」（
糸
か
ら
く
り
）
を
拵
え
る
よ
う
「
児
嶋
」
に
申
し
達
し
た
と
あ

る
。「
児
嶋
」
は
『
藤
岡
屋
日
記
』
弘
化
四
年
七
月
二
十
九
日
の
項
に
「
御
磨
小
細
工
御

用
」
と
し
て
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
「
児
嶋
伴
助
」
で
あ
ろ
う
（
「
児
嶋
」「
伴
助
」
は

『
御
慰
言
贈
帳
』
に
頻
繁
に
登
場
す
る
）
。
か
ら
く
り
細
工
の
ヒ
ナ
は
「
昌
丸
様
暑
中
」
、

慶
寿
が
疱
瘡
で
亡
く
な
っ
た
の
ち
一
橋
徳
川
家
の
世
子
と
な
っ
た
徳
川
昌
丸
へ
の
暑
中

見
舞
と
し
て
製
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
六
月
十
四
日
に
完
成
。
し
か
し
昌
丸
が
こ
の

素
敵
な
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
眼
を
輝
か
せ
る
機
会
は
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
生
ま
れ
お
ち

た
と
き
か
ら
病
弱
だ
っ
た
彼
は
、
翌
七
月
の
二
十
九
日
に
二
歳
（
満
一
歳
）
で
夭
逝
し

た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
五
月
中
に
亡
く
な
っ
て
い
る
か
ら
だ
（
『
藤
岡
屋
日
記
』）。

ち
な
み
に
そ
の
後
、
水
戸
藩
の
老
公
徳
川
斉
昭
の
七
男
、
七
郎
麿
が
迎
え
ら
れ
、
弘
化

四
年
九
月
に
一
橋
家
の
当
主
と
な
る
。
後
の
十
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
で
あ
る
。 

 

以
上
、
疱
瘡
見
舞
の
品
と
鑑
賞
用
（
お
よ
び
装
飾
用
）
鳥
類
の
手
配
に
つ
い
て
、
記

載
さ
れ
た
例
の
一
部
を
紹
介
し
た
。
前
述
の
よ
う
に
弘
化
四
年
『
御
慰
言
贈
帳
』
の
内

容
は
多
岐
に
わ
た
る
。 

 

―
大
奥
の
掃
除
の
日
程
と
手
順
、
御
庭
の
植
栽
の
植
え
替
え
や
手
入
れ
、
御
用
植
木

屋
と
の
質
疑
応
答
（
鳥
に
つ
い
て
越
後
屋
に
問
い
質
し
た
よ
う
に
、
植
木
や
鉢
植
え
に

つ
い
て
も
植
木
屋
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求
め
た
の
で
あ
る
）
、
狂
言
の
面
の
注
文
、
遠
眼
鏡

（
将
軍
愛
用
の
望
遠
鏡
）
の
修
理
（「
御
手
入
」）、
大
奥
の
老
女
（
幹
部
女
中
）
や
比
丘

尼
（
剃
髪
し
引
退
し
た
大
奥
女
中
）
へ
の
下
賜
品
（
「
被
下
」
）
の
決
定
（
小
納
戸
や
大

奥
か
ら
の
〝
お
好
み
〟
つ
ま
り
要
望
が
出
る
の
で
、
デ
ザ
イ
ン
や
品
目
の
決
定
に
は
時

間
を
要
し
た
）、
御
煙
草
盆
・
簪
笄
な
ど
女
性
（
「
姫
君
様
」
と
「
姫
様
」
）
が
使
用
す
る

嗜
好
品
・
装
身
具
（
も
ち
ろ
ん
帯
地
や
服
地
に
つ
い
て
も
）、
さ
ら
に
は
鋸
の
目
立
て
や

鉋
の
手
配
―
等
々
。
多
種
多
彩
で
、
と
て
も
紹
介
し
き
れ
な
い
。
そ
の
全
体
像
は
翻
刻

で
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。 

 

些
細
な
事
だ
が
、
御
堀
（
「
一
橋
外
堀
」
）
の
氷
を
砕
く
人
足
の
正
月
（
一
月
）
の
賃

金
が
「
四
両
三
分
弐
朱
五
匁
七
分
五
り
（
厘
）
」
だ
っ
た
こ
と
（
二
月
朔
日
）、
佃
島
か

ら
金
三
分
で
「
白
魚
」
が
納
め
ら
れ
た
こ
と
（
十
二
月
二
十
六
日
）
な
ど
も
、
江
戸
城

の
風
物
詩
を
し
の
ば
せ
興
味
深
い
。
「
鮮
た
い
金
」
（
鮮
鯛
金
）
で
小
鴨
の
代
金
を
払
っ

た
と
い
う
記
事
も
気
に
な
る
。「
鮮
鯛
」
は
贈
答
品
と
し
て
用
い
ら
れ
た
鯛
を
指
し
、
鯛

に
替
え
現
金
で
贈
る
場
合
は
「
鮮
鯛
料
」
と
称
し
た
。「
鮮
鯛
金
」
も
本
来
は
鮮
鯛
料
の

予
算
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
小
納
戸
は
小
鳥
の
代
金
ば
か
り
で
な
く
大
奥
で

用
い
る
衝
立
を
新
調
す
る
費
用
も
鮮
鯛
金
か
ら
支
払
お
う
と
し
て
い
る
。 

 

「
鮮
鯛
金
」
を
含
め
て
『
御
慰
言
贈
帳
』
に
は
見
慣
れ
な
い
言
葉
や
用
例
が
す
く
な

く
な
い
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
翻
刻
に
当
た
っ
て
解
読
で
き
な
か
っ
た
文
字
（
あ
る

い
は
誤
読
し
た
文
字
）
も
あ
る
に
違
い
な
い
。 

（
専
門
調
査
員
） 

  

翻
刻
で
は
、
破
損
・
虫
損
箇
所
を
含
め
、
解
読
で
き
な
か
っ
た
字
は
■
で
、
解
読
不

能
箇
所
の
字
数
が
さ
だ
か
で
な
い
場
合
は
［ 

 

］
で
示
し
た
。
ま
た
破
損
・
虫
損
箇

所
で
あ
っ
て
も
、
文
字
が
推
測
で
き
る
と
き
は
、
□
内
に
こ
れ
を
記
し
た
（
た
だ
し
文

章
全
体
が
方
形
の
枠
内
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
）
。 

 

片
仮
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
特
別
の
場
合
（「
ヲ
ル
ゴ
ー
ル
」「
カ
ナ
ア
リ
ア
」
な
ど
）

を
除
き
、
平
仮
名
表
記
に
あ
ら
た
め
た
。
読
み
や
す
い
よ
う
に
適
宜
字
間
を
あ
け
改
行

箇
所
を
変
え
た
の
は
、
前
回
の
弘
化
四
年
『
言
贈
帳
』
の
翻
刻
と
同
様
で
あ
る
。 
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